
■取付け上のお願い

■梱包明細

●本製品の鍵穴に、スプレー式潤滑油（CRC556等）やミシ
ン油を注入しないでください。不具合の原因になります。
万一鍵がスムーズに動かない場合は、当社指定の鍵穴用パ
ウダー潤滑油（DASZ020）または鉛筆の芯を粉状にして
注入してください。

■シリンダーユニット・サムターンユニットの取付け
※図はサーマルⅡで説明しています。
①シリンダーの突起部（4カ所）をケースの角穴に合わせて差し込
みます。
②室内側からゴムパッキン・振れ止め・サムターンユニットをあ
らかじめセットして、取付けねじで締め込みます。
※おでかけの場合はゴムパッキン・振れ止め・台座をまずセット
して取付けねじで締め込み、おでかけサムターンユニットをセ
ットして取付けねじで締め込んでください。
※この時、サムターンユニットつまみの向き（縦・横）に注意して
ください。

●内締まり錠（シリンダーなし）の場合、サムターンユニットの取付け方法は同じ
ですが、取付けねじは短い方を使用してください。

■コンストラクション装置について（装置付きの場合）
●シリンダー 2個のうち、封印シールが張られていないシリンダーにはコンスト
ラクション装置が組み込まれています。
施工の際は、工事専用のコンストラクションキーをご使用ください。施工後、
お施主様専用キーを使用するとコンストラクション装置が解除され、以降はコ
ンストラクションキーでは施解錠できなくなります。
●封印シールが張ってあるシリンダーにはコンストラクション装置が組み込ま
れていないため、お引渡し時にシールをはがし作動を確認してください。

※施解錠操作については、製品に張り付けてある説明ラベル
をご覧ください。
※おでかけサムターンの場合は、取付け後同梱の操作方法ラ
ベルをサムターンの上に張ってください。

員　数

名　称 シリンダー
セット

シリンダーセット
（おでかけ）

サムターン
セット

シリンダーユニット 2 2 －
サムターンユニット 2 1 2
おでかけサムターンユニット － 1 －
振れ止め 2 2 2
ゴムパッキン 2 2 2
台座 － 1 －
取付けねじ皿小ねじM4×35 － － 4
取付けねじ皿小ねじM4×52 4 2 －
取付けねじナベ小ねじM4×55 － 2 －
取付けねじナベ小ねじM4×35 － 2 －
小鍵 3（5） 3（5） －
取付け説明書 1 1 1
おでかけサムターン操作ラベル － 1 －

※（　）内はリバースキーの場合を示す。

※取付け前に必ず梱包内容をご確認ください。

【サムターンつまみの正しい状態】

（縦）解錠 （横）施錠

●内締まり錠（シリンダーなし）の場合
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●すりばちシリンダーの場合

サムターンユニット

振れ止め

ゴムパッキン

取付けねじ（短）
皿小ねじＭ4×35

サムターンつまみ

ケース

サムターン
ユニット

振れ止め

ゴムパッキン

上

下

上

下

一般サムターンの場合

おでかけサムターンの場合
●ラベル張付け位置

おでかけ
サムターン

おでかけサムターン
の操作方法

●おでかけサムターンの
抜き差しは、必ず下部
のボタンを押したまま
行ってください。押さ
ずに抜き差しすると破
損することがあります。

●おでかけサムターンを
外した後、室外側のカ
ギで施解錠を行うとサ
ムターンの施解錠の向
きが変わります。
その場合は必ずおでか
けサムターンを外した
状態で室外側のカギで
施解錠の操作を行い、
サムターンの施解錠の
向きを元に戻してくだ
さい。
おでかけサムターンの
施解錠の向きが変わっ
たまま使用を続ける
と、サムターンの抜き
差しができなくなるこ
とがあります。

②差し込む

①押したまま

室内側

ボタン

おでかけサムターン

②抜く

■サムターンの正しい向き

＜解錠状態＞ ＜施錠状態＞
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